教会 防災・避難訓練 年間計画（モデル案）
[bookmark: _Hlk219424118]本計画は、防災準備・点検・訓練・見直しを1年間で循環させるためのモデル案です。
【年間サイクルの考え方】
防災は『一度作って終わり』ではなく、
点検 → 共有 → 訓練 → 振り返り → 更新
を毎年少しずつ回していくことが重要です。
【年間スケジュール（例）】
4〜5月：現状点検・共有
□ 防災準備・点検シートを用いた自己点検
□ 役員会等で結果共有（○△×）
□ 今年度の重点課題を1〜3点決定
6〜7月：備蓄・環境整備
□ 備蓄内容の見直し・補充
□ 賞味期限・使用期限チェック（次回避難訓練後等で試食会・試用会等）
□ 建物内の転倒・落下対策の確認
9月：避難訓練（礼拝中想定）
□ 礼拝中の地震または火災想定訓練
（訓練後に、賞味期限切れ非常食の試食会等も）
□ 更新版チェックリストを使用
□ 訓練後に簡単な振り返り
10月：振り返り・改善
□ 防災マニュアル・点検シートの更新
□ 課題の優先順位整理
□ 次年度への改善点を記録
1〜2月：平日・少人数想定の確認
□ 平日・牧師不在時の想定確認
□ 連絡網・判断体制の再確認
□ 書面訓練（想定確認のみでも可）
3月：年度末のまとめ・引き継ぎ
□ 礼拝中以外の想定の避難訓練・シミュレーション
□ 年度の取り組みまとめ
□ 次年度役員への引き継ぎ
□ 年間計画の更新


【役員会で共有したいポイント】
・完璧を目指さない（できることを一歩ずつ）
・防災は『牧会・教会形成』の一部である
・毎年少しずつ積み上げる
【メモ・自教会用カスタマイズ】
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